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【目的】 

 日本は急速に高齢化が進展しており、認知症は75歳を越えると急速に増加することが推定されている。この

ため、超高齢社会において認知症の発症予防および症状緩和は極めて重要な課題となっている。そこで、グル

ープホームに入所している認知症高齢者を対象に口腔機能向上プログラムを実施し、実施後の認知機能の低下

抑制および介護力(介護負担)の低減が可能か否かを明らかにすることを目的に調査を行った。 

 

【対象および方法】 

対象者は、某グループホーム３施設に入所する認知症高齢者72名の中から、予備調査により口腔機能検査の

コミュニケーションが可能なＭＭＳＥ（ミニメンタルステートメントテスト）の得点が 10 以上の高齢者 48 名

（平均年齢86.6±5.2歳）とした。 

2010年 11月に、対象者の口腔健診および口腔機能検査を行い、その結果に基づいたオーダーメードの口腔機

能向上プログラムをヘルパーおよび高齢者に提案し実践した。 

その後、Ａ施設は、施設の歯科衛生士が日常の場でヘルパーを支援しながら口腔機能向上プログラムを実践

した。ＢおよびＣ施設は、月に 1 回は、歯科医師、歯科衛生士が実施状況を確認して支援方法を検討・強化し

た。４カ月後、再検査を初回検査と同様に行った。なお、従来からの行事の変更は行わなかった。さらに、Ａ

施設では、歯科衛生士がヘルパーより口腔機能向上プログラム実施４カ月後の様子を聞き取り調査した。 

 

【結果および考察】 

１）口腔機能向上プログラムの実施状況 

４カ月後の検査時に、施設のユニットごとのヘルパーに、毎日の口腔機能向上プログラムの実施状況を確認

した。Ａ、Ｂ両施設では、口腔機能向上プログラムを全ての対象者が毎日実行していたが、Ａ施設の方がＢ施

設に比較して実施回数が多かった。また、Ｃ施設では、プログラムを毎日実行することはできなかった。 

２）口腔機能検査の変化 

口腔機能検査を初回と４カ月後で比較した結果では、Ａ施設で唾液湿潤度、ＲＳＳＴ、オーラルディアドコ

キネシス｢pa音｣｢ka音｣と多数の項目で有意な改善が認められた。Ｂ施設でＲＳＳＴ、オーラルディアドコキネ

シス｢pa音｣｢ka音｣、Ｃ施設でＲＳＳＴ、オーラルディアドコキネシス｢pa音｣で有意な改善が認められた。また、

ＭＭＳＥはＡ施設で改善したが、ＢおよびＣ施設では有意な差が認められなかった。このことから、施設内の

口腔機能向上プログラムの実施状況が、口腔機能の改善やＭＭＳＥの変化の違いに影響したと推察された。 

３）４カ月後のヘルパーへの聞き取り調査 

Ａ施設にてヘルパーより聞き取り調査を行なった結果、閉じこもり・夜間不穏の改善、帰宅願望行動の消失、

日中意識レベルの向上等の認知症の周辺症状の軽減や食事動作の自立、ムセ込みの減少、排泄の自立、歩行機

能の向上、発熱の減少等の身体的な機能の向上が報告され、介護力の低減につながる可能性が示唆された。 

今後、さらに対象人数を増やしての検討、さらに、毎日の口腔機能向上プログラムの実施頻度の評価、対象

群を設定して口腔機能向上が認知機能の低下抑制に貢献できるか検討する必要がある。 
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